
※上記それぞれに
　新設用と補修用（２種類）があります。

屋根の塗り替え時、発錆しているボルトを防錆する手間が省けます。
作業スピードアップと高所作業の危険性を解消します！

ボルトが錆びて太くなっている場合、キャップが破損することが
ありますので使用しないでください。（補修用をご使用ください。）

上から下に向かってまっすぐに押し込みますと、中の充填材は
キャップ内を充填する前に外へはみ出し、外観および性能面で
本来の役目を果たすことができないことがあります。
充填材が乾燥しきっていない状態で水分に触れると、溶解し流
れ出す恐れがあります。（充填材として特殊アクリルエマルジョ
ンが入っています。）
降雨や結露が予想される場合は、施工を見合わせてください。
（充填材が流れ出し、屋根面に白いスジが残ることがあります。）

補修用（充填済みタイプ・後から充填タイプ）
・ボルトが劣化している場合（補修、キャップ付け替え時）に
　ご使用ください。
・新設の場合もご使用いただけます。

※コーキング材が既に充填されているタイプと、後から充填する
　タイプの２種類あります。

■新設用（充填無し 空タイプ）
ボルトが劣化していない場合にご使用ください。

・ ・

・

対象のボルトに合わせてお選びください。
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補修用（充填済みタイプ・後から充填タイプ　共通）

1. 冬期の作業は、できるだけ避けてください。
　※防錆材の乾燥が遅く雨水や結露水で流れ出す恐れがありますので
　　【5℃×24 時間】の乾燥時間を確保してください。
　※フィルムが低温下により固くなり、密着性や作業性が悪くなります。
2. 雨天時の作業は、止めてください。
　また、24 時間以内に降雨や結露水の発生が予想される場合も、同様
　に作業は止めてください。
3. 保存は 40℃以下でお願いします。
4. 上記の寸法表をご確認の上、ご注文ください。

補修用（充填済みタイプ・後から充填タイプ　共通）

※プラスチック成型品のため、±1/80 程度の誤差があります。 ※プラスチック成型品のため、±1/80 程度の誤差があります。

※プラスチック成型品のため、±1/80 程度の誤差があります。 ※プラスチック成型品のため、±1/80 程度の誤差があります。
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新設用（充填無し 空タイプ）

新設用（充填無し 空タイプ）
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